
【４】

心
身
共
に
健
康
で
心
通
う
町
に

人
と
人
が
支
え
合
う
温
か
い
心
の
通
う
ま
ち

廃
棄
物
処
理
対
策
の
推
進
は
、
廃
棄
物
の

排
出
抑
制
・
再
使
用
、
再
生
利
用
で
減
量
化

を
図
り
、
さ
ら
に
再
資
源
化
を
徹
底
す
る
分

別
排
出
の
意
識
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収
団
体
奨
励
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
、
資
源
回
収
団
体
の
育
成
強

化
、
資
源
回
収
量
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

工
事
着
手
か
ら
五
年
目
を
迎
え
、「
山
田
道

路
」
と
接
続
す
る
道
路
整
備
が
本
格
化
し
、

一
部
は
昨
年
使
用
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

県
立
山
田
病
院
の
改
築
事
業
を
見
据
え
た
街

区
の
形
成
な
ど
、
計
画
的
な
事
業
の
推
進
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
区
域
内
の
公
園
整
備
は

前
年
度
に
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

意
見
を
踏
ま
え
、
住
民
の
参
画
を
得
た
協
働

に
よ
る
公
園
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

船
越
公
園
の
遊
休
施
設
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
や
地
元
生
産
者
に
よ
り
今

年
一
月
十
四
日
に
「
花
と
緑
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

遊
休
施
設
の
土
地
利
用
を
進
め
る
た
め
、
同

協
議
会
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
の
保
全
は
、
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
町
、
事
業
者
、
町
民
の
役
割
を
示
し
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
む
環
境
保

全
行
動
の
促
進
を
図
り
、
併
せ
て
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。「
山
田
の

海
を
守
る
会
」
と
共
に
進
め
て
き
た

山
田
湾
、
船
越
湾
の
海
を
守
る
運
動

は
、
四
年
目
を
迎
え
る
「
山
に
広
葉

樹
を
植
え
る
運
動
」
植
樹
祭
、
ご
み

ゼ
ロ
運
動
な
ど
を
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

町
土
の
保
全
で
す
が
、
津
波
・
高

潮
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
事
業
の
山

田
、
大
浦
漁
港
の
海
岸
保
全
事
業
の

促
進
に
加
え
て
、
大
沢
漁
港
の
事
業

着
手
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

織
笠
川
河
口
の
防
潮
水
門
の
築
造
に

つ
い
て
は
、
三
陸
高
潮
対
策
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
急
傾
斜
地
危
険
区
域

お
よ
び
治
山
・
治
水
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
大
沢
地
区
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
事
業
を
促
進
し
て
い

き
ま
す
。
国
土
調
査
事
業
は
、
船
越

第
十
四
地
割
、
十
五
地
割
の
地
籍
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
の
中
で
、
新
た
な
世
代
間

の
支
え
合
い
が
必
要
で
あ
り
、「
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
健
康
で
安
心
し
て

い
つ
ま
で
も
住
ん
で
い
た
い
町
づ
く
り
」
を

町
民
の
参
画
と
協
働
で
推
進
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
域
保
健
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
疾
病
の

発
生
を
予
防
す
る
「
一
次
予
防
」
に
重
点
を

置
き
、
生
活
習
慣
や
食
習
慣
を
改
善
し
、
健

康
診
査
、
事
後
指
導
会
、
健
康
教
室
を
通
じ

て
知
識
の
普
及
啓
発
、
情
報
提
供
を
行
い
、

「
自
分
の
健
康
づ
く
り
」
を
実
践
す
る
体
系

的
な
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
地
域
医
療

の
充
実
は
、
平
成
十
七
年
度
に
改
築
が
予
定

さ
れ
て
い
る
県
立
山
田
病
院
の
充
実
を
図
る

た
め
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
需
要
に

応
え
ら
れ
る
診
療
体
制
の
整
備
充
実
を
要
望

し
て
い
き
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ

い
て
は
、
保
険
税
の
収
納
率
の
向
上
、
医
療

費
の
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
、
保
健
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
四
月
よ

り
「
出
産
育
児
一
時
金
（
三
十
万
円
）」
の

受
領
委
任
払
い
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
行
政
が

や
る
こ
と
、
地
域
が
や
る
こ
と
、
私
（
個
人
、

町
民
）
が
や
る
こ
と
を
み
ん
な
で
知
恵
を
出

し
合
い
、
行
動
で
き
る
機
会
を
設
け
な
が
ら
、

地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

民
生
児
童
委
員
や
社
会
福
祉
団
体
な
ど
と
連

携
を
密
に
し
な
が
ら
、
各
種
相
談
指
導
の
充

実
を
図
り
、
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
児
童
・
家
庭

福
祉
な
ど
の
充
実
は
、
新
た
に
山
田
南
小
学

校
区
を
対
象
と
し
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
学
童
保
育
）を
実
施
し
て
、
子
育
て
支
援
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
社
会
参
加
を
促
し
、
生
き
が
い

の
あ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
五
年
度
か
ら
「
第
二
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
が
始
ま
り
、
介
護
保
険
料
並
び
に
介

護
報
酬
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
が
、
未
利
用
の
方
々
は
制
度
改
正
も

含
め
て
理
解
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

情
報
提
供
と
周
知
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
障
害
者
福
祉
制
度
は
、
昨
年
、

「
措
置
制
度
」
か
ら
「
支
援
費
制
度
」
に
移

行
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提

供
や
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
街
頭
啓
発
活
動
を
実
施
し
、

青
少
年
・
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
運
動
、
飲

酒
運
転
追
放
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
・
防
災
対
策
は
、
山
田
町
総
合
防
災
訓

練
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
山
田
町
地
域
防

災
計
画
の
総
合
的
な
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

快適な生活基盤の充実を図るため、柳沢北
浜地区で進められている土地区画整理事業

【５】

学
習
機
会
の
提
供
と
支
援
図
る

一
人
ひ
と
り
が
キ
ラ
リ
と
光
る
生
涯
学
習
の
ま
ち

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
広
報
や

ま
だ
の
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
や
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
公
民
館
だ
よ
り
な
ど
に
よ

る
学
習
情
報
の
提
供
の
ほ
か
、「
人
づ
く
り

町
づ
く
り
町
民
の
集
い
」、
生
涯
学
習
特
別

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治
会
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
の
自
主
運
営
に
よ

る
地
区
生
涯
学
習
講
座
の
開
設
支
援
を
実
施

し
ま
す
。
就
学
前
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

動
植
物
と
の
触
れ
合
い
や
地
域
行
事
へ
の
参

加
、
高
齢
者
と
の
交
流
促
進
な
ど
、「
心
の

教
育
」
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
生
き
る

力
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
中
で
、
小
中
連
携
事

業
（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
）
を
推
進
し
、

教
育
環
境
の
整
備
と
し
て
小
学
校
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
計
画
に
基
づ
き
、
大
沢
、

織
笠
、
豊
間
根
小
学
校
に
導
入
し
ま
す
。
社

会
教
育
に
つ
い
て
は
、
生
涯
学
習
を
推
進
す

る
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
各
年
齢
段

階
に
お
け
る
各
種
教
室
、
青
年
団
体
な
ど
の

交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
教
室
・
大
会
の
開
催
お
よ
び
指
導
者
の
養

成
・
派
遣
に
努
め
る
ほ
か
、
町
民
総
合
運
動

公
園
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
芸
術
・
文
化
の
振

興
は
、
青
少
年
に
優
れ
た
芸
術
観
賞
の
機
会

提
供
の
た
め
、
青
少
年
劇
場
、
書
道
・
美
術

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
、
町
民
の
展
示
・
発
表

の
場
で
あ
る
町
民
芸
術
祭
の
開
催
、
支
援
に

努
め
ま
す
。

交
流
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
海

外
使
節
団
派
遣
事
業
、
海
外
研
修
派
遣
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
町
民
の
皆
さ
ま

を
対
象
と
し
た
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
実
施
で

き
る
自
主
研
修
事
業
の
活
用
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進
は
、
自
治

会
な
ど
で
の
自
主
的
な
学
習
・
活
動
を
促
進

し
、
生
涯
学
習
地
区
講
座
の
開
設
や
地
域
子

供
会
活
動
、
世
代
間
交
流
事
業
、
地
域
の
文

化
を
次
世
代
へ
継
承
さ
せ
る
伝
承
活
動
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

効
率
的
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、
国
の

「
改
革
断
行
予
算
」
に
よ
る
「
三
位
一
体
の

改
革
」
で
の
影
響
が
出
て
お
り
、
予
想
を
は

る
か
に
超
え
た
歳
入
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
過
去
に
お
い
て
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
、
非
常
に
厳
し
い
現
状
を
踏
ま

え
、
大
胆
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
改
革
を

実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

昨
年
五
月
に
、
山
田
町
行
政
改
革
推
進
本
部

の
下
に
、「
山
田
町
財
政
健
全
化
対
策
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
、
第
七
次
山
田
町
総
合
発

展
計
画
の
事
業
の
見
直
し
に
着
手
し
ま
し
た
。

予
算
編
成
で
は
、
厳
し
い
予
算
基
準
を
設

定
し
て
見
直
し
を
行
い
、
平
成
十
五
年
度
と

比
較
し
て
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
三
千
九
百

万
円
、
補
助
費
は
五
千
二
百
万
円
、
扶
助
費

は
六
百
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
と
し
、
さ
ら
に

人
件
費
の
抑
制
で
、
九
千
二
百
万
円
を
減
額

し
て
い
ま
す
。
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

今
後
と
も
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、

あ
ら
ゆ
る
手
法
を
検
討
し
、
長
期
的
な
健
全

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。「
ｅ
│

役
場
」
の

推
進
は
、
Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て
町
民
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
提
供
を
図
る
と
と
も
に
、
町
政
に
町
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
と
「
広
報
や
ま
だ
」
に
よ
る
情
報
提

供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

行
政
推
進
体
制
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
の
下
、「
自
立
す

る
町
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
よ

り
一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
か
ら
従
来
の
十
六

課
を
十
一
課
に
減
ら
し
、
係
制
を
廃
止
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
係
を
な
く
す
こ
と
で
、

枠
を
越
え
た
グ
ル
ー
プ
の
中
で
多
く
の
仕
事

を
柔
軟
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
組
織
に
改

革
し
、
職
員
定
員
適
正
化
計
画
を
前
倒
し
で

実
施
し
ま
す
。
広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
一
部
事
務
組
合
で
あ
る
宮
古
地
区
広
域

行
政
組
合
が
行
っ
て
い
る
事
業
の
適
切
な
業

務
が
行
わ
れ
る
よ
う
連
携
を
密
に
し
、
職
員

研
修
の
実
践
に
よ
る
行
政
能
力
の
向
上
と
効

率
的
な
運
営
を
図
り
ま
す
。
国
、
県
事
業
は
、

県
立
山
田
病
院
の
改
築
を
は
じ
め
、
道
路
、

高
潮
対
策
、
治
山
・
治
水
な
ど
、
関
係
機
関

に
計
画
の
採
択
や
事
業
の
促
進
に
つ
い
て
の

要
望
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

以
上
、
平
成
十
六
年
度
に
お
け
る
主
要
な

施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
新
年

度
に
お
い
て
は
、
次
の
総
合
発
展
計
画
に
向

け
て
、「（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を

設
置
し
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
計
画
づ
く

り
の
段
階
か
ら
町
民
の
皆
さ
ま
の
「
参
画
」

を
い
た
だ
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
危
機
の

と
き
ほ
ど
変
革
の
好
機
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
私
は
、
い
ま
全
国
の
地
方
自
治
体
が
直

面
し
て
い
る
こ
の
危
機
的
状
況
の
中
で
、
山

田
の
自
立
と
生
き
残
り
を
図
り
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ら

に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

町
民
と
情
報
共
有
し
町
政
推
進

計
画
の
推
進

職場体験学習に取り組む山中の生徒たち


